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近年加速器中性子源の開発、利用の拡大に伴い、9Be+p反応による中性子発生の需要が増加しているが、核

データ情報の不足等から正確な中性子発生スペクトルや角度分布が得られない問題が発生している。その

解決策として、実験データを基に独自の中性子発生関数を作成し、その有効性の評価を行った。 
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1. 背景 

7MeV陽子―ベリリウム標的を用いた小型中性子源RANS[1]の研究開発では、核データ情報の不足から、

従来のシミュレーションコード(従来コード)による発生中性子スペクトルでは数倍程度の不確定性をもっ

ている。RANS の中性子スペクトル評価および分析装置としての精密性向上へ向けて、その問題解決のた

めに、9Be+p反応に関する報告済み実験データを基にした、独自の 9Be+p反応における中性子発生関数の作

成に取り組んでいる。 

2. 手法 

標的中のエネルギー損失が数 keV～数十 keV程度の薄い Be標的および 20 MeV以下の低エネルギー陽子

を用いた 9Be+p反応に関する報告済みの発生中性子(全断面積、角度分布、エネルギースペクトル)の実験デ

ータを核データライブラリーより収集し、それらのデータを入射陽子エネルギー(Ep)でフィッティングし、

12MeV以下の Epに関して、発生中性子を再現する独自関数を作成した。 

3. 結果 

小型中性子源における中性子スペクトルの見積もりなど、発生中性子源としての有効性を評価するため、

標的中のエネルギー損失は SRIMコード[2]で計算した値およびモンテカルロシミュレーションを用いて、

Epおよび標的厚を引数として独自関数による発生中性子の計算を行い、角度毎のエネルギースぺクトルに

関して報告済みの厚い Be標的を用いた実験データ(入射陽子エネルギー4, 11, 12 MeV)および従来コードを

用いた結果と比較した。その結果、従来コードに比べ実験値をより正確に再現していることが分かった。

これにより、独自関数は 9Be+p反応を用いた小型中性子源における発生中性子評価に有用であることが示

された。 
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